
地産地消の取組事例

Ⅰ 概要

運営主体 富士宮市（フードバレー構想） 富士宮市総合計画（フードバレー

（第４次富士宮市総合計画、平成 構想・食を通した市民の健康と幸せ

18年～27年度） づくり）：アメリカのコンピュータ

（代表 小室 直義市長） ー産業の集積地「シリコンバレー」

設立年次 平成16年 が世界にコンピューター技術を発信

会 員 数 全市民参加 したように、富士宮市は、特色のあ

活動範囲 富士宮市 る食材が集まる集積地「フードバレ

ー」として、日本の食文化、食産業

を情報発信していくという構想に基

づき、将来のあるべき都市像実現の

ための諸施策の実施に当って、「食」

をキーワードとして、総合的・横断

的に推進するとともに、民・産・学

・官がそれぞれの役割を分担しなが

ら、協働して取り組んでいる。

Ⅱ 取組内容

【生産者と消費者の交流】

活動主体 フードバレー推進協議会

（代表 増田 恭子）

構 成 員 事業者団体 10団体

消費者団体他 ５団体・２個人

活動範囲 富士宮市

「子供と楽しむ食育祭」で挨拶する

小室 直義市長



事項 取組の概要・効果・今後の取組

概 要 フードバレー推進協議会では、主に以下の取組を実施。

①休耕田を利用した自然農法（農薬や化学肥料を使用せず自然の生態系に沿

った栽培を行い、良品質で収量の上がる方策及び休耕田の活用策を探ること

を目的としている）による稲作実験事業

静岡大学中井弘和名誉教授の指導により、西富士中学校の生徒148人が協力

して、田植え、管理、収穫に係る一連の実験を実施した。

②「フードバレー推進月間」の創設

毎年６月を「フードバレー推進月間」と定めフードバレー構想の推進強化

を図った。50を超える地域団体・組織が、独自の活動（産業祭、食育講座開

催、キャンペーン実施等）に取り組んで、市内外の多くの消費者との交流が

促進された。

取組の一事例としては、

「駿州大宮逸品会」（会員（14事業者）が生産する農林水産物及び加工食品

を持ち寄ったミニ産業祭、県内外から約4,000人が来場）、「子どもと楽しむ食

育まつり」の開催などを実施。

③「NEWマザー健全食生活推進事業」の開催

７月から市内の６か所の幼稚園で、それぞれ就学前の子供を育てる母親を

対象に、食生活習慣の見直しについて学習会を実施した。

その他食育の推進として、以下の取組を実施

・「食育大学講座：フードバレー食の大学」（管理栄養士など38名を対象に、

食育講座を10回実施）

・地食健身食育推進事業（小学生と保護者を対象とした、食育出前講座）

・食のまちづくり交流宣言都市交流事業（「食のまちづくり交流宣言」を交

わした福井県小浜市との交流活動）

・「フードバレー展“人と心の交流富士宮食の駅”」（東京農業大学キャンパ

スにおいて、28の会社・団体と協力して、都市地域の消費者と交流）

・食の講演会（市役所において、食に関する講演会を実施）

・食育かるたの作成・普及（公募による食育カルタづくりの実施）

効 果 ①休耕田を利用した自然農法による稲作実験では、生徒に対して食育を図る

ことができ、さらに、生徒達と地域の農家との交流も図られた。

②「NEWマザー健全食生活推進事業」では、幼児を抱える市内各地域の母親11

3名に対して、食の大切さと地食健身の考えを十分伝えることができた。

③地食健身食育推進では、市内７小学校において食育講座を開催し220名の親

子に対して、食による健康増進の考え方を浸透できた。

今後の フードバレー推進事業が始まって３年が経過し、同協議会の推進体制が概

取組 ね整ったことから、今後は、市内外の消費者や団体と連携を強めて、平成18

年度に実施した事業をさらに充実した内容へと発展させる予定。



【直売所等における地場農産物の利用促進】

活動主体 ＪＡ富士宮

（代表 渡邉 文雄）

構 成 員 ＪＡ及び９基幹支店

生産者グループ ７団体

活動範囲 富士宮市、芝川町

事項 取組の概要・効果・今後の取組

概 要 ①ＪＡ富士宮では、９か所の基幹支店において、曜日を決めた朝市・夕市を

定期開催し、地場農産物の消費拡大を図っている。また、年に一度、支店毎

に農業祭を開催して、特産品のＰＲ・販売を推進している。

②ＪＡ富士宮では、富士宮市とともに年に一度、市全体の農業祭を企画して

おり、また、1.6haのＪＡ直営農場で特産品の「生らっかせい」などを生産し

て支店の農業祭へ供給するなど、地場農産物の生産及び消費拡大の指導を積

極的に行っている。

③ＪＡ富士宮では、地域特産の作物のうち茶、米、生らっかせいを基幹作物

に掲げ、個々に独自のトレードマークを定めて、共販及び販売促進を積極的

に図っている。

④富士宮市では、ＪＡ以外にも、農家が任意に団体を形成して、常設の産直

売店を設置している。

効 果 ①同ＪＡ管内は、農業地域と住宅地域が混在しており、鮮度が高く農家の顔

が見える産直売店の農作物は、消費者に大変好評で、地場産のコシヒカリや

特産生らっかせいなど、一般的にあまり流通されていない物も入手できるな

ど、この取組を通じて消費者に対して地場農産物の浸透が図られている。

②直売所では、地場農産物が新鮮で価格が比較的安く、さらに、常設で商品

の供給も潤沢であることから、近隣の消費者に好評で地場農産物の消費拡大

につながっている。

今後の ＪＡ富士宮では、茶、米、生らっかせいの特産物を柱に、地場農産物の生

取組 産・消費拡大を目指して、ファーマーズマーケットを含む「フードバレーセ

ンター」の建設を予定している。

富士宮市農業祭「富士山アグリ

フェスタ」会場の様子



【学校・福祉施設等における地場農産物の利用促進】

活動主体 富士宮市立学校給食センター

構 成 員 栄養士 ３名

活動範囲 富士宮市内（小学校19校、中学校

11校、約11,900食／日）

事項 取組の概要・効果・今後の取組

概 要 ①富士宮市立学校給食センターでは、フードバレー推進事業の下、地場農産

物を活かした給食の献立づくりを進め、地場農産物の学校給食への使用割合

増大を図っている。

②栄養士が市内７小学校（18年度）において、地食健身食育推進事業による

児童と保護者を対象とした食育出前講座の講師を務めており、フードバレー

構想で推進している地食健身の普及を図っている。

効 果 ①学校給食に地場農産物が多く取り上げられることで、生産者の生産意欲向

上につながっている。また、子ども達にとっても地場産の食材や農業への理

解につながっている。

②食育出前講座では、地食健身の普及に大きな効果が上がっている。

今後の ①同給食センターでは、地場農産物を利用したメニューを開発するとともに、

取組 子ども達に対する食育をさらに強化する。

Ⅲ 資料編

（１）地産地消の取組体制（体系図）

富士宮市における地産地消推進計画に関わる活動の体系図

小学校の食育出前講座を行う

給食センター栄養士



富士宮市における地産地消推進計画に関わる活動の推進体制

フードバレー構想

富士宮市

（フードバレー政策推進課、農政課、商工観光課、生涯学習課、学校教育課等）

組織

富士宮市フード フードバレー ＪＡ、漁協並びに 富士宮市立

バレー推進チーム 推進協議会 生産者グループ 給食センター

内容

イベント、交流会、体 フードバレー推進事業 フードバレー推進事業 フードバレー推進

験学習、食育講座など のサポート、協議会主 のサポート、朝市・夕 事業のサポート、

の企画・実施 催のイベント・交流会、 市、常設直売所、農林 地場産品を活かし

会員間の支援協力 水産祭 たメニューづくり

と利活用

実行

フードバレー政策推進 会員（ＮＰＯ法人、Ｊ ＪＡ本店・支店・部 給食センター職

課を中心とした市役所 Ａ、漁協、食品や観光 会、漁協、直売所を起 員、栄養士

関係部署、フードバレ 等に関わる事業体、生 点とした生産者グルー

ー推進協議会、農協・ 産者グループ、大学等 プ

漁協等生産者組織 教育機関など）

成果

富士宮市への食の集積 伝統食の伝承と新たな 生産基盤の整備・確立 地場産品を活かし

及び情報受発信、食品 食文化の創造・普及、 と経営改善、地場産品 たメニューづくり

産業の育成、地場産品 地場産品ブランド化と ブランド化と販売促進 と積極的な利活用

ブランド化と販売促進 販売促進

地 産 地 消 運 動 の 推 進



学校給食における地産地消の推進体制

給食センター・栄養士

情報交換 新献立の検討 情報交換

試作・試食 ＪＡ・漁協

等生産者

組 織

食材納入 発注 （ＪＡ・漁

事業者 献立の決定・食材発注 協で供給で

きる産品に

ついては契

納入 約業者を通

給食への反映 じて納入）

（２）地産地消の実績（グラフ又は統計表）

富士宮市フードバレー推進事業の実績

実績評価区分 15年度 16年度 17年度 27年度(目標)

農業産出額（1000万円） 1,083 1,124 1,150 1,125

観光客（万人） 451 558 523 612

健康寿命（歳） 男 74.91 75.08 … 76

女 80.00 80.10 … 81

注：健康寿命は、切明義孝氏による介護保険データを利用したものである。

情報収集官署名：静岡農政事務所 沼津統計・情報センター

（電）055－933－5821


